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       Time                5．0［Sec］
 （a）A：1×10■3［M］，B：8×10■3［M］指数関数的，（b）A：8×
               A：1×10－2［Mコ，B：8×10－3［M］
A：2×10－2［Mコ，B：2xlO－2［M］三角波状，（e）A：2x10■2［Mコ，B：
（1）        。・（尾）＝9々一・十ユ々
                         ρ




















     O                Time                  lO．0［Sec］
図2．（a）Simu1ation RAC＋イオン濃度の時間変化 （b）Simu1ati㎝により得られた波形：
   A：1×10－2［Mコ，B：8×10－3［M］（c）実験から得られた波形：A：1x1O－2［Mコ，B：
   8×10－3［M］、
速度に良く一致する（o～6cm／s－10cm／s）．また，化学反応に伴って，界面活性剤の消耗が界面
の押し上げにどの程度重要な役割を果たしているかを反応拡散方程式
               ∂α （2）         一＝一々C．C。十ル（Crα）                ∂τ
                      4cosθ （3）               〃＝    γ                      ∠ρ9z
と表面張力の濃度依存性（実験式）























Kai，S．and M剛1er，S．C．（1985）．Spatia1and tempora1macroscopic structures in chemica1reaction
   systems：Precipitation pattems and interfacia1motion，∫cえハ07m，1，9－39．
Kai，S．，Ooishi，E1and Imasaki，M．（1985）、Experimental study of non1inear waves on interface
   between two1iquid phases with chemica1reaction，∫P物s．∫oc一〃m．，54．1274－1281．
       マルチフラクタル集合における！（α）一α定式の一般化
                        名古屋大学工学部本田勝也
 フラクタノレは，自己相似性を有するという条件下ではあるが，複雑たバターンをrフラクタ
ル次元」を用いて定量的に解析する手段を与える有用な概念であり，物理学だけでたく広い分
野に適用されている．最近にたって，重みを特徴づける変数σの関数としてのマルチフラクタ
ル次元D。が提案され，自己相似性が完全には成立しないパターンからも，より豊富た情報を得
ることができるようになった．乱流現象などで見られる一見不規貝脆バターンに潜んでいる秩
序または規則を暴き出すことが目標とたる．
 その時，マルチフラクタル次元D。の表式が，逆温度σの平衡系の統計力学における表式と
全く同一であることに注目する．これまで！一α定式として知られていたものは，平衡系の統計
力学から見れば，内部エネルギーに縮退ρない特殊な体系に限られることが明らかにされる．
バターン分割を確率過程と見たした時，相関が存在してマルコフ過程と近似できないような一
般的たバターンを解析する時には，この！一α定式を一般化したげればたらたい．講演ではこ
のことを例証し，かつ統計力学における方法を有効に用いて一般化の定式化をおこなった．「間
欠的た確率過程」に対しても同様た方法が適用されて成功を収めた．また，スピン系のハミル
トニアンから生成される様々なパターンを示し，パターン解析における留意点を考察した．
 講演内容の一部はr物性研究」vo1．50，no．3（1988／6）P．332に発表した．
